
第１０７回 全国高等学校野球選手権大会 

西東京大会 ２回戦 ２０２５年７月１０日（木） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

            

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 顧問よりご挨拶 ＞ 

部員たちが本気になれた１年が終わりました。選手たちはもちろんのこと、私自身も試合直後、これまでに

はない達成感と感動、うまく言えない安心感に心が包まれました。どこの学校でサポートしていても野球部の

顧問は大変ですが、ここの学校では今まで経験したことのない未知の大変さがあったのだろうと思います。奉

職当初は、グラウンドがひどく荒れており、活動しようにも環境が追い付いていない状態でした。部員もマネ

ジャーと選手１名という中、まずは私自身が「やればできる」という気持ちになって生徒を引っ張っていかな

くてはと考えたのです。それから、練習はすべて一緒にやるというスタンスを貫いてきました。 

瞬時に思ったことを指示したくなることもありましたが、ここでは教えることよりも「生徒の定着力などを

見極めながら次のステップへリードするサポート」が必要だと次第に気がつきました。また、一緒に練習をし

ていると、物事を positive に捉えられるが、徹底することが苦手なことにも気がついたので、選手同士で決め

たことを徹底できるよう、１年間サポートしてきました。 

グローバルで事情も様々な選手が集まったので、「輪になって野球をしよう」・「本当の楽しさを追求しよう」

が私たちの野球観でした。昨年は９年ぶりの単独出場を達成しましたが、今年は１７年ぶりの夏１勝の目標に

は届きませんでした。しかしながら、自分たちの野球観を大切にできた点で生徒たちは大きな成果をあげたと

思います。「みんなで何かを成し遂げることは、純粋に楽しい」、これが田柄高校野球部の core value です。 

また新しい１歩を踏み出しますが、このことを忘れずに活動していこうと思います。（顧問：大久保 壮挙） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


